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　　市　の　人　口

（昭和6i年11月1日現在）

　53,918世帯（前月比25世帯it5）

　168,405人（前月比133人増）

　83,488人

　84,917人

世帯数

人　口

　　男

　　女

仕
事
一
筋
熟
練
技
の
1
3
人

1
1
月
2
3
日
中
央
公
民
館
で
表
彰

　
十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日
。
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
づ
て
一
つ
の
仕
事

に
取
り
組
み
、
卓
越
し
た
技
能
で
他
の
模
範
と
な
る
十
三
人
の
皆
さ
ん
を
、
第
十
五

回
宇
治
市
技
能
功
労
者
に
決
定
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
の
初
回
以
来
各
団
体
の

推
薦
で
、
こ
れ
ま
で
に
三
百
四
十
一
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
身
に
付
け

た
技
能
を
、
地
道
な
努
力
で
磨
い
て
来
ら
れ
た
人
た
ち
で
す
。
今
回
選
ば
れ
た
十
三

人
の
皆
さ
ん
は
、
二
十
三
日
に
宇
治
市
中
央
公
民
館
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
陶
工
、

和
裁
、
製
茶
、
電
気
工
事
、
土
木

技
術
、
理
容
、
美
容
、
は
り
・
き

ゅ
ラ
仔
牛
職
種
か
ら
選
ば
れ
た

十
三
人
の
皆
さ
ん
で
、
経
験
年
数

は
平
均
四
十
年
余
り
。
い
ず
れ
も

地
味
な
長
い
道
の
り
を
、
鍛
練
と

努
力
を
重
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
宇
治
市
技
師
功
労
者
の
表
彰
は
、

長
年
一
つ
の
職
業
に
就
き
、
恨
れ

た
技
能
を
有
す
る
人
の
功
労
を
た

た
え
る
と
共
に
、
社
会
的
、
経
済

的
地
位
や
技
術
水
準
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
市
内
に
五
年
以
上
住

み
、
同
一
職
種
に
三
十
年
以
上
携

わ
っ
て
来
た
六
十
歳
以
上
の
人
で
、

商
工
業
者
の
団
体
や
町
内
会
、
自

治
心
一
な
ど
の
推
薦
を
受
け
ら
れ
る

人
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
推
薦

を
受
け
β
れ
た
人
の
中
か
ら
。
選

考
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
四
十
七
年
を
初
回
に
今
年

で
十
五
回
目
に
。
こ
の
間
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
人
は
、
い
ず
れ
も
優

れ
た
技
夕
伝
え
て
来
身
ハ
た
三
百

四
十
一
人
か
ぶ
ら
元
ま
ず
。

　
表
彰
式
は
、
勤
労
感
謝
の
日
の

今
月
二
十
三
日
、
午
前
十
時
か
ら
、

中
央
公
民
館
【
折
居
台
】
丁
目
、

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行
わ
れ
ま

す
。
当
日
会
場
で
は
、
陶
工
の
道

三
十
一
年
の
ｔ
‥
田
光
雄
さ
ん
に
、

ト
朝
日
焼
の
宇
治
十
帖
を
図
柄
に
し
た
小
皿
シ
リ
ー
ズ
や
、
宇
治
の
四
季
を
描

い
た
作
品
な
ど
吉
田
さ
ん
の
筆
に
よ
る
も
の
は
多
い
。
滑
ら
か
な
筆
運
び
に
は

十
年
か
か
る
と
言
う
。
（
1
1
月
６
日
、
朝
日
焼
で
）

陶
画
の
見
事
な
技
鶯
頂
露
し
て
い

た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日
に
三
、
四
百
個
の
皿
に
絵
付

け
を
す
る
吉
田
さ
ん
は
「
俳
画

的
な
絵
を
描
く
の
で
、
心
が
平
穏

で
な
け
れ
ば
良
い
作
品
は
出
来
ま

せ
ん
。
私
が
、
こ
れ
ま
で
健
康
で

陶
工
一
筋
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

　
十
一
月
二
土
八
日
か
ら
干
二

月
二
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
防

火
の
大
役
。
あ
な
た
が
主
役
」
。

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

か
迎
え
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
、

火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
、

次
の
こ
と
を
重
点
目
標
に
運
動

を
進
め
未
了
。

①
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人

た
ち
を
中
心
と
し
た
死
傷
防
止

対
策
の
徹
底
②
家
庭
と
地
域
に

お
け
る
防
火
対
策
の
推
進
③
特

定
防
火
対
象
物
へ
の
防
火
安
全

の
確
保
④
防
災
機
器
な
ど
の
普

及
を
推
進
⑤
危
険
物
、
高
圧
が

け
た
の
は
、
職
場
の
皆
さ
ん
の
お

陰
と
感
謝
し
て
い
毒
Ｊ
と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
陶
工
９

吉
田
光
雄
（
七
四
Ｔ
神
明
宮
東
、

経
験
年
数
三
十
一
年

　
京
都
東
山
五
条
の
清
水
焼
を
家

業
と
す
る
家
に
生
書
れ
、
工
業
学

校
の
陶
磁
器
科
卒
業
後
家
業
に
従

事
。
そ
の
後
二
土
〈
年
余
り
は
、

公
務
員
と
し
て
職
務
牽
羊
つ
。
退

職
後
に
再
び
陶
工
の
道
へ
。
現
在

は
㈱
朝
日
焼
で
陶
画
を
担
当
。
優

れ
た
技
能
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
和
裁
職
》

稲
田
キ
ミ
（
六
九
）
＝
開
町
、
経
験

年
数
四
十
七
年

《
製
茶
職
）

藤
井
源
疲
（
六
八
）
＝
菟
道
河
原
、

経
験
年
数
五
十
年

　
《
製
茶
職
〉

岸
本
正
次
郎
（
六
一
）
＝
西
笠
取
黒

出
原
、
経
験
年
数
三
土
〈
年

ｍ
ら
ｍ
ｍ
づ
一

　 　
＝
五
ヶ
庄
福
負

娯毒友

･ : j … … l ' - I , l : … … ｉ ･ , : j i ; . .

ス
な
ど
の
災
害
防
止
対
策
の
１
　

進
。

　
期
間
中
、
一
般
家
庭
や
地
域

を
訪
問
し
防
火
対

策
を
推
進
。
ま
た

事
業
所
で
は
、
避

難
訓
練
の
実
施
や

従
業
員
へ
の
防
火

教
育
の
徹
底
、
消

防
用
設
備
な
ど
の

点
検
・
報
告
と
、

消
防
計
画
の
見
直

し
な
ど
防
火
管
理

強
化
名
脚
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

〈
暖
房
器
具
の
防

　
火
４
チ
ェ
ッ
ク
〉

26日から秋の火災予防運動

　
〈
火
の
用
心
の
フ
ポ
イ
ン
ト
〉

　
・
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い
・
子
芦
も
に

　
　
　
　
　
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

延す応いの置燃家場げいはいタ
　い　・窯かえの　る・た・１旧5課t£ ひ±
　詐辻川魏難鱗

　
Ｏ
場
所
は
危
険
で
な
い
か
Ｏ
　
　
今
年
の
十
月
三
十
一
日
ま
で

器
具
は
安
全
か
⑤
使
い
方
は
正
　
の
火
災
発
生
件
数
は
六
十
三
件
。

し
い
か
Ｏ
後
始
末
は
完
全
か
。
　
こ
れ
は
、
昨
缶
二
年
間
（
一
月

《
土
木
技
術
９

増
田
七
平
（
六
一
）
＝
白
川
川
下
、

経
験
年
数
三
十
二
年

　
‰
言
言
驚
…
…

　
　
‥
‥

ｌ
ｙ

　
９

．
一

　
。
べ
蕗
談

９ １
９
つ

」
四
に
Ｊ
に

（
六
一
）
＝
小
倉
町
西

山
、
経
験
年
数
四
土
〈
年

〈
理
容
職
〉

中
村
勝
爛
（
六
〇
）
＝
広
野
町
西
裏
、

経
験
年
数
四
十
四
年

　
（
は
り
・
き
ゅ
う
職
》

梅
田
梅
乃
（
六
〇
Ｔ
神
明
宮
北
、

経
験
年
数
四
十
二
年

。
副
参内
リ

か
ら
十
二
月
）
の
発
生
件
数
と

既
に
同
数
で
す
。

　
特
に
放
火
（
疑
い
む
含
む
）
に

よ
る
も
の
が
約
半
数
を
占
め
て

お
り
、
「
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ

く
り
」
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
夕
匿
か
な
い
▼
饗
佞
、

工
事
中
の
建
物
な
ど
は
、
か
ぎ

聚
扮
け
厳
重
に
管
理
す
る
▼
隣

り
近
所
が
お
互
い
に
注
意
を
し

合
う
。

　
　
　
　
　
◇

　
最
近
、
消
火
器
の
悪
質
訪
問

販
売
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
消
防
署
な
ど
で
は
、

消
火
器
の
販
売
や
点
検
、
ま
た

そ
れ
を
業
者
に
依
頼
す
る
様
な

こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
注

意
ぐ
だ
さ
い
。
（
消
防
本
部
）

〈
土
木
技
術
職
》

舞
田
倉
（
六
〇
）
＝
苑
道
門
ノ
前
、

経
験
年
数
三
土
八
年

　
　
　
゛
政
絃
淑
縦
Ｉ
。
『
‐
。
‐
Ｅ
‐
？

　
入
言
…
…
回
混
一

’
。
‐
‘
’
』
¨
。
、
、
、
｀

　
ヽ
・
１
驚
Ｉ
Ｃ
い
’
゛
゛
゛
”

’

／

　
燃
難
鸞

　
瘤
応
召
…
…

＾
¨
＝
’

Ｘ

　
　
ぶ
Ｓ
¨
一
。
”
治
。
’
‥
’
‐
”
お
り
’
‐
一
汐
Ｉ
”
『
～
。
『
。
”

　
　
ぶ
Ｉ
談
湾
評

’
・
ふ
…
…
ｙ
『
。

（
美
容
職
）

木
村
園
（
六
〇
Ｔ
小
倉
町
西
浦
、

経
験
年
数
四
十
二
年

659
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京都国体の会期決定
夏季大会

　昭和63年9月４日～7日

秋季大会

　昭和63年10月15日～20日

ダな

　
十
一
月
十
二
日
、
剛
日
本
体
育

協
会
国
体
委
員
会
に
お
い
て
、
京

都
国
体
夏
季
大
会
の
会
期
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
夏
季
大
会
の
会
期
決
定
は
、
六

十
三
年
ソ
ウ
ル
ー
オ
リ
ン
ピ
″
ク

と
の
日
程
を
調
整
す
る
た
め
に
遅

れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
一
月
十
二

日
の
委
員
会
で
六
十
三
年
九
月
四

日
囲
か
ら
毛
日
㈹
ま
で
の
四
日
間

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
季
大
会
は
、
先
に
六
十
三
年

十
月
十
五
日
出
か
ら
二
十
日
閑
ま

で
の
六
日
間
と
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
夏
季
売
漢
定
の
通
知
を
営
け

た
池
本
市
長
は
、
「
期
日
が
決
ま

っ
て
喜
ば
し
い
。
メ
イ
ン
会
場
を

驀
諮
つ
宇
治
市
と
し
て
、
市
民

総
参
加
の
も
と
に
、
国
体
か
成
功

さ
せ
た
い
」
‘
と
喜
び
の
言
葉
か
迂

べ
ま
し
た
。

　
会
期
の
決
定
に
よ
り
、
各
種
の

準
備
・
運
営
な
ど
の
取
り
組
み
も

本
格
化
し
、
準
備
作
業
に
も
一
段

と
弾
み
が
つ
孝
ま
し
た
。

残
暦
表
示
板
を
設
置

　
秋
季
大
会
開
催
の
七
百
旦
肘
と

な
る
十
一
月
十
五
日
、
第
四
十
三

回
国
民
体
育
大
会
宇
治
市
実
行
委

員
会
で
は
、
市
９
屏
玄
関
に
、
マ

ス
コ
″
ト
米
来
く
ん
と
宇
治
橋
を

か
た
ど
っ
た
「
残
暦
表
示
板
」
を

設
置
。

　
今
後
市
民
の
皆
’
｛
λ
に
も
、
京

都
国
体
の
会
期
や
残
り
日
数
を
知
。

つ
て
い
た
だ
き
、
全
国
か
ら
来
宇

す
る
人
々
を
温
か
ぐ
迎
え
る
た
め

に
、
美
し
ぐ
真
心
の
こ
も
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
泡
歩
宇
治
市
市
民

運
動
の
積
極
的
な
推
進
と
共
に
、

市
民
総
参
加
の
体
制
で
京
都
国
体

に
臨
め
る
ぷ
つ
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
柔
ｙ
。

尚声

「
は
ば
た
く
京
都
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
大
会
」

　
　
宇
治
市
民
団
体
が
活
躍

　
十
一
月
二
日
、
太
陽
が
丘
を
中

央
会
場
と
し
て
「
は
ば
た
く
京
都

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
大
き
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
京
都
国
体
の
成
功
と

府
民
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層
の
振
興
を

目
指
し
、
府
民
み
ん
な
で
そ
の
気

運
夕
盛
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
京

都
国
体
会
期
決
定
を
記
念
し
て
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
宇
治
青
年
会
議
所
会
員
に
よ

る
宇
治
川
先
陣
太
鼓
、
婦
人
会
連

絡
協
議
台
冒
二
十
一
人
に
よ
る

宇
治
音
頭
な
ど
の
郷
土
芸
能
を
披

露
、
式
典
で
は
、
宇
治
中
学
校
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
力
強
い
演
奏
で

大
心
夢
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
夏
幸
谷
の
開
・

閉
会
式
欠
奸
あ
、
秋
季
大
会
で
式
典
音
楽
の
演
奏
な
べ
本
市
に

は
、
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
ボ
　
　
　
さ
わ
し
い
国
体
と
な
る
ぶ
っ
、

゜
回
芳
石
゛
れ

抑

ご

討

裳
克
回
男
覇
゛

　
こ
の
式
典
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
・
し
ま
チ
。
’

660

会
期
の
決
定
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新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協
議
会
で
は
、
京
都

府
が
推
進
す
る
府
民
運
動
の
テ
ー
マ
「
う
る
お
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
呼
応
し
、

宇
治
市
市
民
運
動
の
啓
発
と
し
て
、
そ
の
標
語
を
設
定
。
美
し
く
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
、
ゴ
ミ
の
散
乱
の
な
い
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
種
の

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

宇
治
市
市
民
運
動
の

　
　
　
標
語
で
き
る

　
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ

’
７
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協
議
会

で
は
、
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
の

標
語
夕
募
集
し
、
入
選
作
品
を
標

語
と
し
て
、
今
後
の
市
民
運
動
啓

発
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
標
語
は
下
表
の
と
お
り
、

七
つ
の
運
動
項
目
ご
と
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
標
語
の
意
味
を
理

解
し
、
宇
治
市
市
民
運
動
の
積
極

的
な
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
花
作
り
講
習
会

ト
熱
心
な
参
加
の
花
作
り
講
習
会
（
１
０
月
2
7
日
、
木
幡
公
民
館
）

　
家
庭
や
ま
ち
に
花
金
即
り
、
う

る
お
い
の
あ
る
牛
活
を
築
き
、
花

を
育
て
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
共

に
、
京
都
国
体
へ
来
ら
れ
る
全
国

の
人
た
ち
を
温
か
く
迎
凡
よ
シ
と
、

十
月
二
十
七
日
、
二
十
九
日
、
三

十
日
の
三
日
間
、
市
内
の
三
会
場

で
花
づ
く
り
の
基
礎
知
識
や
技
法

習
得
の
講
習
会
を
開
催
。
市
民
多

数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族

み
ん
な
で
育
て
て
、
う
る
お
い
の

あ
る
家
庭
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　
第
二
回
目
の
花
作
り
講
習
会
は
、

来
春
に
予
定
し
て
い
未
了
。

回廊

ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動

　
　
　
宇
治
川
一
帯
で

　
十
一
月
三
十
日
㈲
、
午
前
九
時

か
ら
、
宇
治
市
ク
リ
ー
ン
宇
治
運

動
推
進
協
議
会
、
青
少
年
健
全
育

成
団
体
な
ど
が
、
宇
治
川
を
中
心

に
そ
の
周
辺
、
主
要
道
路
な
ど
の

ご
み
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協
議
心
一

で
は
、
こ
の
ク
リ
ー
ン
運
動
を
、

こ
れ
ら
の
機
関
・
団
体
だ
け
に
終

わ
ら
せ
ず
、
町
内
会
・
自
治
会
・

職
場
な
ど
市
民
あ
げ
て
ご
み
な
ど

の
散
乱
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
未
丁
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
①
饗
岳
・

11月30日

空
き
瓶
・
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
・

ご
み
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い

②
出
先
で
の
ご
み
は
所
定
の
所
に

捨
て
る
か
、
持
ち
帰
る
③
進
ん
で

ご
み
を
拾
う
Ｉ
な
ど
を
心
掛
け
て
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し

･･市内の団体も多数参加

　して、盛大に行われた

　　｢はばたく京都のスポ

　ーツ推進大会｣

　(11月２日、太陽が丘)

宇治市市民運動標語

郷土をよく知り

自然・文化を大
切にしよう

花いっぱい

　緑いっぱいに
　　　　しよう

まちを

　美しくしよう

スポーツに

　　　親しもう

健康づくりに

　　つとめよう

社会生活の

ルールを守ろう

親切とふれあい

の輪を広げよう

運
動
項
目

　　　お
　　　茶
　　・に
　　歴　　史水

　　川
　　跡

光
る
宇
治

　パ

　ぞぱ　っぃ
♂

ド

　　　美
　　　し

　illい
　民ま
　のち
　顔

,ll>ﾆＦ

で

す

　X

　身･.て
　体;;

ド

　　　健

　　　康　斟±

　正
い

し
か
ら

　　　社
　　　会
　守の
　っマ
　てナ

宇黛Ｉ

治ょ
のい
ま
ち

　　　親

　笑切

　顔の

　が
　～　ヽ一
宇ぼ
治れ
のる

ま
ち

標

語

長

661

市
民
こ
ぞ
っ
て

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
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市
営
住
宅
（
横
島
吹
前
・
黄
槃
・

五
ケ
庄
福
角
）
の
入
居
者
を
、
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。
横
島
吹
前

住
宅
と
黄
槃
住
宅
は
種
別
で
、
五

ケ
庄
福
角
住
宅
は
住
頌
聳
集
で

す
。
申
し
込
み
は
、
種
別
と
住
宅

別
の
い
ず
れ
か
に
限
り
ま
ず
。

　
〈
募
集
戸
数
と
家
賃
〉

　
■
棋
島
吹
前
住
宅
・
・
・
Ｏ
第
１
種

住
宅
＝
３
戸
、
月
額
一
万
八
百
円
～

二
万
二
千
円
Ｏ
第
２
種
住
宅
＝
４

戸
、
月
額
六
千
八
百
円
～
九
士
ハ

百
円
■
黄
架
住
宅
・
・
・
第
２
種
住
宅

＝
２
戸
、
月
額
一
八
千
五
百
円
■
五

ヶ
庄
福
角
住
宅
・
：
第
２
種
住
宅
１

２
戸
、
月
額
二
万
八
千
円

　
〈
申
し
込
み
資
格
〉

　
①
住
宅
に
困
っ
て
い
る
市
内
在

住
者
で
あ
る
こ
と
②
同
居
者
か
同

居
し
よ
ラ
と
す
る
親
族
（
内
縁
関

係
や
婚
約
者
も
含
む
）
が
あ
る
こ

と
③
市
内
に
居
住
す
る
Ｉ
人
の
保

証
人
が
あ
る
こ
と
④
基
準
収
入
額

（
同
居
の
親
族
数
な
ど
で
異
な
る
）

に
該
当
す
る
こ
と
。

　
〈
募
集
受
け
付
け
〉

　
1
2
月
１
日
㈲
～
６
日
出
ま
で
に

住
宅
課
へ
。
６
日
出
は
正
午
圭
飛

　
〈
募
集
案
内
書
の
配
布
・
問
い
合

わ
せ
〉

　
１
１
‥
１
１
月
2
1
日
金
か
ら
住
宅
課
（
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
住
宅
課
）

▲五ヶ庄福角市営住宅

お
知
ら
せ

　
龍
谷
大
学

　
巡
回
無
料
法
律
相
談

　
ｙ
と
き
…
Ｈ
月
2
9
日
出
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
…
市

民
会
館
大
会
議
室
▼
内
容
・
・
・
あ
ら

ゆ
る
法
律
問
題
に
関
す
る
こ
と
▼

相
談
員
・
：
龍
谷
大
学
法
学
部
教
授

９
人
外
。
　
　
吊
民
相
談
室
）

　
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

　
市
が
一
般
事
務
か
禰
助
す
る
た

め
の
臨
時
職
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
を

募
集
し
濠
す
。

　
募
集
対
象
は
、
十
八
歳
～
四
十

五
歳
位
ま
で
の
女
性
で
、
ま
ず
応

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は

　
安
全
に
処
理
し
て
か
ら

　
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
え
な
い

ゴ
ミ
」
の
中
に
は
、
ス
プ
レ
ー

缶
や
携
帯
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ぺ

可
燃
性
ガ
ス
か
使
用
し
て
い
る

危
険
な
も
の
が
含
次
れ
て
い
ま

す
。
最
近
、
全
国
的
に
こ
の
種

の
ゴ
ミ
の
収
集
・
運
搬
・
処
理
・

処
分
の
過
程
で
、
爆
発
、
火
災

な
ど
の
事
故
が
多
発
。
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て

一
十
分
に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
’

　
○
危
険
な
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」

の
種
類
…
▽
ス
プ
レ
ー
缶
類
ａ

塗
装
用
、
殺
虫
剤
、
ワ
″
ク
ス
な

ど
▽
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類
ａ
携
帯
用

カ
ー
ト
リ
″
ジ
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ

な
ど
▽
燃
料
容
器
類
６
石
油
ス

ト
ー
ブ
、
携
帯
用
ポ
リ
タ
ン
ク

な
ど
▽
油
脂
、
塗
料
缶
類
○
出

し
方
・
・
・
ス
プ
レ
ー
缶
や
携
帯
用

ガ
ス
ボ
ン
ベ
統

必
ず
残
溜
ガ
ス

を
抜
き
、
穴
を

小
腸
の
機
能
障
害
も

　
　
身
体
障
害
に
認
定

　
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規

則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
十
月

か
ら
「
小
腸
機
能
障
害
」
も
身

体
障
害
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
腸
の
機
能
障
害
で
、
Ｒ
常

募
者
を
名
簿
へ
登
録
。
事
務
繁
忙

期
や
、
職
員
の
産
休
・
病
欠
な
ど
の

理
由
で
代
替
職
員
の
必
要
性
が
生

じ
た
場
合
に
、
そ
の
都
度
登
録
者

の
中
か
ら
選
考
し
て
ご
連
絡
し
ま

す
。
登
録
を
ご
希
望
の
人
は
、
市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
添
付
の
上
、
随
時
職
員
課

へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
（
郵
送
可
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
員
課
）

婦
人
講
演
会
講

演
会

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
実
国
の
父
ち

ゃ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
の
原
作
者
１

日
比
野
都
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

体
験
談
を
通
じ
て
逆
境
に
負
け
ず

急
激
に
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、

た
く
ま
し
ぐ
生
き
る
婦
人
像
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　
▼
と
さ
…
1
1
月
傾
一
日
幽
、
午
後

１
時
～
３
時
半
（
午
後
Ｏ
時
半
開

場
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
会
館
小
ホ

ー
ル
▼
入
場
・
・
・
無
料
▼
整
理
券
・
；

②
く
ぎ
で
穴
を
あ
け
る

蜃

F9?S1

牛
活
が
芦
と
制
限
さ
れ
る
人

に
は
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
。

更
生
医
療
の
対
象
に
も
な
り
ま

す
。
詳
し
ぐ
は
、
福
祉
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

各
地
域
の
婦
人
会
役
員
ま
た
は
社

会
教
育
課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
へ
▼

主
催
…
市
婦
人
心
］
連
絡
協
議
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
2
6
日
唄
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象

・
：
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
▼
参

加
費
…
無
料
▼
問
い
ふ
お
せ
・
・
・
中

央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
広
野
婦
人
会
文
化
祭

　
広
野
婦
人
会
が
、
文
化
祭
を
開

き
ま
す
。
こ
れ
忿
機
に
、
同
婦
人

会
と
公
民
館
サ
ー
ク
ル
が
交
流
を

深
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
を

進
ぬ
て
行
竟
に
と
考
え
て
い
ま

す
。
多
数
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
0
1
1
丹
2
3
日

面
＝
午
前
1
0
時
～
正
午
（
開
会
式
、

民
謡
、
踊
り
、
コ
ー
フ
ス
な
ど
）
、

午
後
１
時
半
ト
２
時
半
（
宇
治
十

帖
に
つ
い
て
の
講
演
と
ス
ラ
イ
ド

映
写
、
講
師
は
辻
盈
子
さ
ん
）
0
2
4

日
印
＝
午
前
o
時
～
正
午
（
茶
香

『
そ
の
外
）
、
な
お
両
日
共
、
絵
画
、
俳

句
、
華
道
、
書
道
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ

ー
、
和
裁
な
ど
の
展
示
名
行
い
ま

す
▼
と
こ
ろ
・
・
・
ぷ
野
公
民
館
．

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
腰
痛
・
肩
こ
り
体
操
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
2
6
日
困
、
2
9
日

出
、
1
2
月
３
日
田
、
６
ぼ
出
、
1
0
日

叫
1
3
日
出
の
全
６
回
（
い
ず
れ
も

午
前
９
時
半
ト
1
1
時
半
）
▼
と
こ

ろ
・
・
・
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

・
：
腰
痛
と
肩
こ
り
の
予
防
体
操
、

血
圧
・
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
▼

講
師
：
生
命
の
貯
蓄
体
操
指
導
員

・
吉
川
与
八
郎
さ
ん
▼
定
員
・
：
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
準
備
品
…
運
動

に
適
に
巡
服
装
、
タ
オ
ル
▼
申
し

込
み
・
問
い
４
(
ｉ
ｃ
ｆ
ｅ
)
.
.
.
保
健
予
防

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話
で

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
宇
・
城
・
久
農
業
振
興
祭

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
3
0
日
㈲
、
午
前

９
壁
Ｔ
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…

平
盛
小
学
校
▼
内
容
…
農
産
物
の

展
示
、
即
売
な
ご
▼
主
催
…
宇
治

市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町
農
業
振

興
協
議
会
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

　
和
装
着
付
け
講
習
会

　
▼
交
Ｔ
Ｗ
Ｈ
日
田
と
1
2
日

幽
の
ど
ち
ら
か
（
い
ず
れ
も
午
後

１
時
か
ら
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
・
・
・
日
本

和
装
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
宇
治

学
院
長
・
斉
藤
喜
美
枝
令
孤
▼

お買い物のめやす
　消費者物価20(11

月分）

　この公表価格は.11月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　日 赳　　　格 平均価rn
価格状況

M高
m格
敏低
価格廿前B比 対itlif比

灯　　油
1μ店頭

　円815 　　％▲23.0 A3戸
　円四 70)円

lμ配達 877轟22.0▲35.7 990 750

ガソリン
レギュラー1 (現金
売り 114▲3.4▲17.4 120 109

ティッシュ

　ペー/ゝ－ 400枚人lffiけりわμ･スコ,テｎ 156 2.0 2.0 175 135
台所用

　　ラ-V プ サランラ･･,プ3≫･mx20m 216▲0.5 A 2.7 240 158

アルミ
　　ホイル 25cmX8m 161▲2.4▲0.6 188 118

I' -Vンプー 液体ポリ容器22Occ'花i;ェ･･,センシャル 230 ０ ０ 230 228
洗濯用
　粉<l"けん

2.4l,g 859 1.3▲1.7 980 580

牛･　　肉
すき焼用
巾t,i度1∽II 363 2.0 4.9 478 272

liiiけ 切身100B 311 4.0▲9.3 425 200

バレイショ 男爵100K 20
Ａ 9.1 ０ 35 14

キャベツ中玉約1ks 165 7.1▲2.9 200 128

鶏　　卵
Ｍサイズ/ゝ･ｱク入
10個 217 3.3▲5.2 250 169

食用油
日清サラダ油
ポリ容器人1000K 434▲1.0／ 580 m

しよう池キッコーマンifl口ポリ容器入1( 254 1.2／ 268 188
砂　　糖上白Iks 255▲0.4▲1.2・278 238

小麦粉
日沁小麦扮フラワー
1 kKし専力粉) 205▲1.0▲1.9 218 158

インスタント
　コーヒー ネスカフェェクセラ

収入150 c 1.050▲0.9Ａ 0.8 1,098 950

み　　そタヶヤミソIk 340▲3.7 5.3 358 238

ft "ン
s-asi 1片

（スライスしたも刀） 164 1.2 2.5 18）135

it 岬代 ワイシ-Vツ自の長そで 161▲0.6 3.2 250 120

定
員
・
：
各
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
・
・
希
望
の
日
か
選
び
、
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
⑤
2
3

1
5
）
へ
電
話
で
。
（
交
通
労
政
課
）

　
正
月
料
理
の
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
４
日
出
と
６
日

出
の
多
呂
か
（
い
ず
れ
も
午
後

１
時
か
ら
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
・
・
・
料
理

研
究
家
・
星
野
器
早
さ
ん
▼
定

員
・
・
・
各
3
6
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

…
材
料
実
費
千
五
百
円
▼
申
し
込

み
…
希
望
の
日
か
選
び
、
材
料
費

持
参
で
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

へ
直
接
▼
問
い
ふ
お
せ
…
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
⑤
2
3
1

5
）
へ
。
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
身
体
障
害
者

　
職
業
訓
練
生
の
募
集

　
府
立
城
陽
身
体
障
害
者
職
業
訓

練
校
（
城
陽
市
中
芦
原
）
が
、
来
年

四
月
の
入
校
生
夕
群
集
し
栄
ｙ
。

　
▼
訓
練
科
目
・
期
間
・
定
員
・
対

象
・
・
・
○
縫
製
科
（
洋
裁
・
縫
製
Ｔ

１
年
間
、
1
0
人
、
1
5
歳
以
上
の
身
一
体

障
害
者
と
精
神
薄
弱
者
Ｏ
紙
器
製

造
科
＝
１
年
間
、
1
0
人
、
1
5
歳
以
上

の
精
神
薄
弱
者
○
事
務
・
、
印
刷
系

（
写
植
・
ワ
ー
プ
ロ
ー
タ
イ
プ
・
Ｏ
Ａ

事
務
Ｔ
１
年
間
、
1
0
人
、
1
5
歳
以

上
の
身
体
障
害
者
▼
応
募
資
格
…

身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
共
に

自
分
で
４
辺
処
理
が
出
来
る
こ
と

▼
申
し
込
み
驀
に
付
け
・
・
・
6
2
年
１

月
1
9
日
側
ま
で
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・

詳
し
ぐ
は
、
府
立
城
陽
４
体
障
害

者
職
業
訓
練
校
（
豊
0
7
7
4
5

④
3
6
0
0
）
へ
。
　
　
（
京
都

府
立
城
陽
身
体
障
害
者
訓
練
校
）

　
訂
正
　
市
政
だ
よ
り
十
一
月
十

一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
憲
法

と
人
権
を
考
え
る
集
い
」
の
日
程

が
、
Ｈ
月
2
1
日
出
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
正
し
ぐ
は
］
１
１
月
2
2
日
出

で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
し
康
す
。

緑ケ原ー太陽が丘

直通バス時刻表の訂正

　
十
一
月
一
日
か
ら
、
ヽ
緑
ケ
原

↓
臨
が
丘
間
の
直
通
路
線
バ

ス
が
試
行
運
転
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
時
刻
が
部
分
的
に
訂
正
さ

れ
ま
し
た
。
新
し
い
時
刻
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

▲印は減

（緑ケ原→太陽が丘）　バス時刻表（太陽が丘→緑ケ原）

太陽が丘市役所 近鉄小倉緑ヶ原

9:52 9:57 ，10:06 10: 15

12: 12 12: 17 12: 26 12:35

14:22: 14:27 14: 36 14: 45

16: 57 17:02 17: 11 17:20

緑ヶ原 近鉄小倉 市役所 太陽が丘

9:05 9:14 9:23 9:28

10: 25 10: 34 10: 43 10: 48

12:45 12:54 13:03 13:08

14:55 15:04 15；13 15: 18

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

　
中
央
図
書
館
は
、
開
館
以
来

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
ず
。

　
ご
承
知
の
ぶ
つ
に
、
図
書
館

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
本

か
提
供
す
る
場
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
今
年
の
夏
以
降
日
曜
日
ご

と
に
受
験
勉
強
を
目
的
に
来
館

す
る
ヶ
Ｉ
ス
が
増
え
、
個
人
用

の
机
が
配
置
さ
れ
た
参
考
資
料

室
は
、
さ
な
が
ら
受
験
生
の
自

習
室
の
ぶ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
参
考
資
料
室
は
各
種
の
調
べ

も
の
客
恚
部
屋
寥
ふ
、
現

実
に
は
こ
の
ぷ
っ
に
一
般
の
市

民
が
利
用
し
に
く
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
公
共
図
書
館
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
自

習
自
粛
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
　
（
中
央
図
書
館
）

662

暴
力
追
放
と
少
年
非
行
防
止

宇
・
城
・
久
住
民
大
会

　
　
「
暴
力
追
放
と
少
年
非
行
防
止

宇
・
城
・
久
住
民
大
合
が
、
十
一

月
二
十
九
日
出
の
午
後
二
時
か
ら
、

文
化
会
館
小
字
・
‐
ル
で
開
か
れ
ま

す
。

　
最
近
、
宇
治
地
域
の
暴
力
団
は
、

表
面
的
な
動
き
こ
そ
目
立
た
な
ぐ

11月29日(土)

な
り
ま
し
た
が
、
手
口
が
悪
質
・
巧

妙
化
。
決
し
て
予
断
か
評
さ
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
未
了
。
一
方
、

少
年
の
問
題
行
動
は
、
低
年
齢
化

の
傾
向
に
。
家
庭
と
学
校
、
更
に

は
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
対

策
に
取
趾
界
必
要
が
あ
り
未
了
。

　
安
全
な
市
民
牛
活
夕
実
現
す
る

た
め
に
地
域
社
会
か
ら
暴
力
を
追

放
し
、
少
年
非
行
を
防
い
で
そ
の

健
全
育
戌
聚
孫
進
す
る
た
め
、
市

で
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
ず
。
当
日
は
、

会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
が
市
内
を
運

行
し
示
す
。
詳
し
ぐ
は
、
企
画
管

理
部
総
務
課
（
公
⑩
3
1
4
1
）
ま

で
。
※
主
催
・
・
・
宇
治
防
犯
協
会
※

主
唱
・
・
・
宇
治
警
察
署
、
宇
治
市
、

城
陽
市
、
久
御
山
町
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

い
。
灯
油
缶
、
塗
料
缶
な
戸
ほ
、

中
４
を
完
全
に
空
に
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
度
に

多
く
出
洋
子
、
数
回
に
分
け
る

ぷ
？
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
○
出

し
て
は
い
け
な
い
物
・
：
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
必
ず
購
入

先
の
取
り
扱
い
店
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
花
火
や

農
薬
な
芦
石
出
さ
な
い
で
ぐ
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
清
掃
事
務
所
）

毒物･劇物・農薬は

適正な取り扱いを

市営住宅(空き家）　入居者を募集　槙島

吹前・黄檗・五ケ庄福角

燃えないゴミの出し方

交通・火災共済

予約加入は11月

29日まで
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